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運動会でのつなひき

　
＼
、
照

まつのやま（圃

なわとびをしているボク

N
T
T
よ
り
お
知
ら
せ

浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た

公
衆
電
話
が
、
農
協
前
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
も

使
川
で
き
ま
す
．
　
（
緑
の
電
話
）

A
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入
札
結
果

▽
産
第
卜
四
号
　
団
体
営
か
ん
が

　
い
排
水
　
　
へ
藤
倉
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
O
し
O
万
円

▽
産
第
1
．
五
号
　
圃
場
・
農
道
整

　
備
工
事
　
　
（
L
湯
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
四
二
〇
万
円

▽
建
第
二
卜
几
号
　
道
路
災
害
復

旧
L
事
　
（
新
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
κ
．
』
O
万
円

歌
会
始
め
の
お
題

　
　
「
木
」

　
締
切
は
十
月
十
一
日

　
昭
和
六
卜
、
｝
年
歌
会
始
の
お
題

が
「
木
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
〔
注
）
樹
と
詠
ん
で
も
よ
い
．

　
詠
進
歌
は
、
白
作
の
歌
で
一
人

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
．
用
紙
は
、
半
紙
へ
和
紙
）

と
し
、
L
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。

菖
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
使
い
、

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
目
ゲ
、
住
所
、
氏
名
（
本
名

ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
・
月
日
及

び
職
業
を
縦
涯
き
で
書
い
て
く
だ

さ
い
。永
並
）
朝
財
よ
し
j
、
i
　
卜

　
μ
ー
メ
O
ー
ノ
一
こ
ノ
ヌ

i
～

月
卜
一
H
ま
で
、

　
あ
て
完
、
〒
、
O
Q
　
東
京
都

ト
代
田
区
ト
代
田
．
番
．
・
ゲ
　
宮

内
庁
へ
、
封
筒
に
。
詠
進
歌
　
と

k
H
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
残
暑
お
見
舞
申
し
L
げ
ま
す
。

　
人
間
に
は
厳
し
い
暑
さ
も
、
稲

に
と
っ
て
は
作
柄
を
左
右
す
る
恵

み
の
天
気
の
よ
う
で
す
．
行
楽
の

秋
も
農
家
に
と
っ
て
は
猫
の
ヂ
も

借
り
た
い
ほ
ど
忙
が
し
い
季
節
。

ケ
ガ
や
病
気
を
し
な
い
よ
う
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　
八
月
に
浦
田
地
区
芸
能
祭
が
あ

り
、
早
速
出
掛
け
て
み
た
ま
で
は

い
い
の
で
す
が
大
失
敗
。
な
ん
と

写
真
が
写
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

浦
田
の
み
な
さ
ん
こ
め
ん
な
さ
い
。

　
観
光
農
園
の
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、

チ
供
達
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
が
印

象
的
で
し
た
．
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まつのやま（2）（3ぽつのやま

一般会計補正予算（第2・3回）

　49017万1千円追加される

集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

新
た
に
ニ
カ
所
が
追
加

▽
松
之
山
町
集
落
開
発
施
設
に
、

　
現
在
新
築
中
の
五
十
子
平
集
落

　
開
発
セ
ン
タ
ー
と
湯
山
集
会
所

　
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

▽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
．

o
課
税
額
（
所
得
割
・
資
産
割
・

　
被
保
険
者
均
等
割
・
世
帯
平
等

割
等
）
の
変
更
。

▽
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
及
び
公

　
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
法

　
の
廃
止
に
と
も
な
う
、
各
条
例

　
の
削
除
。

o
老
人
・
重
度
心
身
障
害
者
・
乳

　
児
の
各
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変

　
更
o
農
村
基
盤
整
備
事
業
（
浦
田
湯

　
之
島
地
区
）
の
内
容
一
部
変
更
。

▽
土
地
改
良
事
業
に
と
も
な
う
字

　
の
変
更

o
浦
田
の
字
湯
田
と
字
松
ノ
木
。

冬
に
備
え
て
新
型
ブ
ル

　
　
ド
ー
ザ
一
台
購
入

▽
財
産
の
取
得

o
除
雪
ド
ー
ザ
　
　
（
車
輪
式
十
四

総
額
二
五
億
一
、
六
四
六
万
九
千
円
に

　
九
月
定
例
議
会
（
昭
和
六
十
一

年
第
四
回
）
が
、
二
十
五
・
二
十

六
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
上
程

さ
れ
た
十
六
議
案
が
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
議
会
で
は
、
六
十
年
度

の
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
簡
易
水
道
事
業
の
特

別
会
計
の
決
算
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
、
・
老
人

保
健
の
補
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
さ
れ
た
主
な

も
の
は
、
道
路
台
帳
の
整
備
関
係

で
一
七
九
万
円
。
新
田
萱
平
線
災

害
復
旧
工
事
で
五
五
〇
万
円
。
三

省
校
大
荒
戸
線
災
害
復
旧
工
事
に

一
、
三
六
〇
万
円
。
ま
た
、
村
お

こ
し
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
雪

の
貯
蔵
に
取
り
組
む
た
め
の
試
験

材
料
費
と
し
て
四
五
万
円
な
ど
が

あ
り
、
総
額
で
四
、
〇
一
七
万
一

千
円
の
追
加
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
新
し
い
教
育
委
員

に
樋
口
一
次
さ
ん
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
貝
に
高
沢
宏
延
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
に
は

竹
内
平
八
郎
、
柳
靖
治
、
村
山
里

志
、
田
辺
尚
二
、
高
橋
英
一
の
五

人
の
議
員
さ
ん
が
町
長
の
考
え
方

を
た
だ
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
次
の
議
会
報
に
掲

載
さ
れ
ま
す
．

補
正
予
算
の

　
　
　
　
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
役
場
庁
舎
冷
房
工
事
（
二
階
の

　
一
部
）
　
　
　
　
一
一
五
万
円

○
暖
房
用
重
油
地
下
タ
ン
ク
修
理

費
　
　
　
　
　
　
山
パ
O
万
円

民
生
費

o
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
助
成

　
（
豪
雪
基
金
）
　
二
〇
〇
万
円

農
林
水
産
業
費

○
土
地
改
良
事
業
（
水
路
・
集
落

　
道
）
　
　
　
　
二
三
八
万
円

○
雪
貯
蔵
試
験
材
料
費
四
五
万
円

商
工
費

○
松
之
山
温
泉
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
増

　
刷
　
　
　
　
　
七
一
一
万
円

教
育
費
　
　
（
小
学
校
費
）

　
t
級
）
　
一
、
九
六
五
万
円

　
　
　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
　
三
菱

▽
松
之
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
ム
叩

○
下
蝦
池
　
大
見
勝
平
さ
ん
の
任

　
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に
、
中

　
尾
　
樋
口
一
次
さ
ん
を
任
命
。

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

○
町
固
定
資
産
評
価
委
貝
に
大
荒

　
戸
　
高
沢
宏
延
さ
ん
を
選
任
。

○
私
立
高
等
学
校
に
対
す
る
助
成

　
の
充
実
強
化
を
求
め
る
陳
情
。

o
国
家
公
務
貝
給
与
引
き
上
げ
の

　
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
を
求
め
．

る
陳
情
．

○
老
人
保
健
法
の
改
正
案
の
国
会

　
再
提
出
に
反
対
す
る
陳
情
。

○
老
人
保
健
制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
陳
情
。

○
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続

を
求
め
る
請
願
．

o
町
道
水
梨
黒
倉
線
を
早
期
に
全

　
線
舗
装
し
て
ほ
し
い
。

o
松
里
か
ん
ぱ
い
末
端
水
路
工
事

　
を
町
単
事
業
と
し
て
ほ
し
い
。

○
松
之
山
部
落
内
通
路
を
町
道
に

　
編
入
し
て
ほ
し
い
。

　
以
上
、
八
つ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
校
内
消
火
栓
修
理
工
事
（
松
里

　
小
）
　
　
　
　
　
七
三
万
円

o
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
活
動

　
推
進
費
　
　
　
　
　
二
六
万
円

土
木
費

○
道
路
台
帳
整
備
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
万
円

縦
火
窒
口
復
旧
費

○
新
田
萱
平
線
　
　
五
五
〇
万
円

o
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
（
ニ
ケ
所
）

　
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
⊥
ハ
万
円

〇
三
省
校
大
荒
戸
線
（
大
荒
戸
）

　
　
　
　
　
　
一
、
三
六
〇
万
円

○
農
地
災
害
査
定
測
量
設
計
委
託

　
料
二
三
〇
万
円

町税177，735千円7．2％
分担金及び負担金
　139，013千円5．6％
使用料及び手数料
　　29，169千円1．2％
財産収入
　　20，738千円0．8％

その内訳

特
別
会
計
の
補
正

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
二
回
）

〇
六
万
七
千
円
を
減
額
し
総
額
二

　
億
三
、
〇
七
〇
万
七
千
円
と
す

　
る
。

六
十
年
度
の
四
会
計

　
　
　
　
　
決
算
を
認
．
定

▽
昭
和
六
十
年
度
四
会
計
決
算
の

　
認
｛
疋

〇
一
般
会
計
・
歳
入
二
四
億
七
、

　
〇
七
七
万
四
、
一
五
一
円
。
歳

　
出
二
四
億
一
、
三
二
四
万
九
、

　
一
一
一
七
円

　
昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
当
初
二
二
億
九
、
二
二

六
万
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
八
回
の
補
正
が
行
わ
れ
最
終
予

算
は
、
二
四
億
七
、
〇
七
七
万
四

千
円
（
当
初
予
算
よ
り
二
億
三
、

〇
九
三
万
四
千
円
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
対
前
年
度
比
較

で
一
、
九
三
六
万
円
少
な
く
、
率

に
し
て
O
・
八
％
の
減
少
で
し
た
。

　
歳
出
決
算
額
で
み
る
と
、
二
四

億
一
、
三
二
四
万
九
千
円
で
あ
り
、

対
前
年
比
較
二
、
四
五
九
万
七
千

円
減
少
し
、
率
に
し
て
一
・
○
％

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
負
担
状
況
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

町民負担
366，655千円
　　14。8％

歳入

地方交付税
1，204，903千円

　　　48．8％

　　　　国庫支出金
　　　　115，354千円4．7％

欝莞錦なま6％’＞＜

町　　債
318，700千円
12．7％

○
国
保
特
別
会
計
・
歳
入
三
億
二
、

　
〇
六
七
万
四
、
三
九
九
円
。
歳

　
出
三
億
五
六
二
万
三
、
一
六
九

　
円
．

○
老
人
保
健
特
別
会
計
・
歳
入
二

　
億
三
、
一
七
九
万
二
、
四
六
〇

　
円
。
歳
出
二
億
三
、
一
四
八
万

　
二
、
〇
一
五
円
。

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
・
歳
入
六
、

　
五
二
五
万
五
、
五
七
三
円
。
歳

　
出
六
、
三
三
九
万
三
、
二
三
一

　
円
。

う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
歳
入
の

う
ち
税
収
入
と
税
外
収
入
を
合
わ

せ
て
、
三
億
六
、
六
六
五
万
五
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
決
算
総

額
の
一
四
・
八
％
が
直
接
町
民
の

負
担
に
よ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
町
の
借
金
、
い
わ
ゆ
る
町
債
は

二
五
億
九
、
五
四
五
万
円
に
達
っ

し
、
町
民
一
人
当
た
り
六
〇
万
一

千
円
と
な
り
、
公
債
比
率
は
一
七
・

一
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
度
の
町
債
に
対
す

る
償
還
金
額
は
、
元
金
、
利
子
分

合
計
で
三
億
九
、
七
九
二
万
六
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

麟1

議会費53，143千円2．2％

　　　　労働費その他

慰㎜㏄
鳶喬

　　　土木費
　　　415，790千円
出　　　17・2％

農林水産業費
575，534千円
　　23．8％

　消防費
　73，731千円3．1％

　衛生費
　71，106千円2．9％
　商工費
　94，030千円3．9％

災害復旧費

磁驚
貌秩86千円歳
　　10．2％

糠翻
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まつのやま（2）（3ぽつのやま

一般会計補正予算（第2・3回）

　49017万1千円追加される

集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

新
た
に
ニ
カ
所
が
追
加

▽
松
之
山
町
集
落
開
発
施
設
に
、

　
現
在
新
築
中
の
五
十
子
平
集
落

　
開
発
セ
ン
タ
ー
と
湯
山
集
会
所

　
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

▽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
．

o
課
税
額
（
所
得
割
・
資
産
割
・

　
被
保
険
者
均
等
割
・
世
帯
平
等

割
等
）
の
変
更
。

▽
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
及
び
公

　
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
法

　
の
廃
止
に
と
も
な
う
、
各
条
例

　
の
削
除
。

o
老
人
・
重
度
心
身
障
害
者
・
乳

　
児
の
各
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変

　
更
o
農
村
基
盤
整
備
事
業
（
浦
田
湯

　
之
島
地
区
）
の
内
容
一
部
変
更
。

▽
土
地
改
良
事
業
に
と
も
な
う
字

　
の
変
更

o
浦
田
の
字
湯
田
と
字
松
ノ
木
。

冬
に
備
え
て
新
型
ブ
ル

　
　
ド
ー
ザ
一
台
購
入

▽
財
産
の
取
得

o
除
雪
ド
ー
ザ
　
　
（
車
輪
式
十
四

総
額
二
五
億
一
、
六
四
六
万
九
千
円
に

　
九
月
定
例
議
会
（
昭
和
六
十
一

年
第
四
回
）
が
、
二
十
五
・
二
十

六
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
上
程

さ
れ
た
十
六
議
案
が
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
議
会
で
は
、
六
十
年
度

の
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
簡
易
水
道
事
業
の
特

別
会
計
の
決
算
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
、
・
老
人

保
健
の
補
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
さ
れ
た
主
な

も
の
は
、
道
路
台
帳
の
整
備
関
係

で
一
七
九
万
円
。
新
田
萱
平
線
災

害
復
旧
工
事
で
五
五
〇
万
円
。
三

省
校
大
荒
戸
線
災
害
復
旧
工
事
に

一
、
三
六
〇
万
円
。
ま
た
、
村
お

こ
し
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
雪

の
貯
蔵
に
取
り
組
む
た
め
の
試
験

材
料
費
と
し
て
四
五
万
円
な
ど
が

あ
り
、
総
額
で
四
、
〇
一
七
万
一

千
円
の
追
加
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
新
し
い
教
育
委
員

に
樋
口
一
次
さ
ん
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
貝
に
高
沢
宏
延
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
に
は

竹
内
平
八
郎
、
柳
靖
治
、
村
山
里

志
、
田
辺
尚
二
、
高
橋
英
一
の
五

人
の
議
員
さ
ん
が
町
長
の
考
え
方

を
た
だ
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
次
の
議
会
報
に
掲

載
さ
れ
ま
す
．

補
正
予
算
の

　
　
　
　
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
役
場
庁
舎
冷
房
工
事
（
二
階
の

　
一
部
）
　
　
　
　
一
一
五
万
円

○
暖
房
用
重
油
地
下
タ
ン
ク
修
理

費
　
　
　
　
　
　
山
パ
O
万
円

民
生
費

o
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
助
成

　
（
豪
雪
基
金
）
　
二
〇
〇
万
円

農
林
水
産
業
費

○
土
地
改
良
事
業
（
水
路
・
集
落

　
道
）
　
　
　
　
二
三
八
万
円

○
雪
貯
蔵
試
験
材
料
費
四
五
万
円

商
工
費

○
松
之
山
温
泉
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
増

　
刷
　
　
　
　
　
七
一
一
万
円

教
育
費
　
　
（
小
学
校
費
）

　
t
級
）
　
一
、
九
六
五
万
円

　
　
　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
　
三
菱

▽
松
之
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
ム
叩

○
下
蝦
池
　
大
見
勝
平
さ
ん
の
任

　
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に
、
中

　
尾
　
樋
口
一
次
さ
ん
を
任
命
。

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

○
町
固
定
資
産
評
価
委
貝
に
大
荒

　
戸
　
高
沢
宏
延
さ
ん
を
選
任
。

○
私
立
高
等
学
校
に
対
す
る
助
成

　
の
充
実
強
化
を
求
め
る
陳
情
。

o
国
家
公
務
貝
給
与
引
き
上
げ
の

　
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
を
求
め
．

る
陳
情
．

○
老
人
保
健
法
の
改
正
案
の
国
会

　
再
提
出
に
反
対
す
る
陳
情
。

○
老
人
保
健
制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
陳
情
。

○
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続

を
求
め
る
請
願
．

o
町
道
水
梨
黒
倉
線
を
早
期
に
全

　
線
舗
装
し
て
ほ
し
い
。

o
松
里
か
ん
ぱ
い
末
端
水
路
工
事

　
を
町
単
事
業
と
し
て
ほ
し
い
。

○
松
之
山
部
落
内
通
路
を
町
道
に

　
編
入
し
て
ほ
し
い
。

　
以
上
、
八
つ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
校
内
消
火
栓
修
理
工
事
（
松
里

　
小
）
　
　
　
　
　
七
三
万
円

o
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
活
動

　
推
進
費
　
　
　
　
　
二
六
万
円

土
木
費

○
道
路
台
帳
整
備
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
万
円

縦
火
窒
口
復
旧
費

○
新
田
萱
平
線
　
　
五
五
〇
万
円

o
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
（
ニ
ケ
所
）

　
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
⊥
ハ
万
円

〇
三
省
校
大
荒
戸
線
（
大
荒
戸
）

　
　
　
　
　
　
一
、
三
六
〇
万
円

○
農
地
災
害
査
定
測
量
設
計
委
託

　
料
二
三
〇
万
円

町税177，735千円7．2％
分担金及び負担金
　139，013千円5．6％
使用料及び手数料
　　29，169千円1．2％
財産収入
　　20，738千円0．8％

その内訳

特
別
会
計
の
補
正

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
二
回
）

〇
六
万
七
千
円
を
減
額
し
総
額
二

　
億
三
、
〇
七
〇
万
七
千
円
と
す

　
る
。

六
十
年
度
の
四
会
計

　
　
　
　
　
決
算
を
認
．
定

▽
昭
和
六
十
年
度
四
会
計
決
算
の

　
認
｛
疋

〇
一
般
会
計
・
歳
入
二
四
億
七
、

　
〇
七
七
万
四
、
一
五
一
円
。
歳

　
出
二
四
億
一
、
三
二
四
万
九
、

　
一
一
一
七
円

　
昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
当
初
二
二
億
九
、
二
二

六
万
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
八
回
の
補
正
が
行
わ
れ
最
終
予

算
は
、
二
四
億
七
、
〇
七
七
万
四

千
円
（
当
初
予
算
よ
り
二
億
三
、

〇
九
三
万
四
千
円
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
対
前
年
度
比
較

で
一
、
九
三
六
万
円
少
な
く
、
率

に
し
て
O
・
八
％
の
減
少
で
し
た
。

　
歳
出
決
算
額
で
み
る
と
、
二
四

億
一
、
三
二
四
万
九
千
円
で
あ
り
、

対
前
年
比
較
二
、
四
五
九
万
七
千

円
減
少
し
、
率
に
し
て
一
・
○
％

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
負
担
状
況
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

町民負担
366，655千円
　　14。8％

歳入

地方交付税
1，204，903千円

　　　48．8％

　　　　国庫支出金
　　　　115，354千円4．7％

欝莞錦なま6％’＞＜

町　　債
318，700千円
12．7％

○
国
保
特
別
会
計
・
歳
入
三
億
二
、

　
〇
六
七
万
四
、
三
九
九
円
。
歳

　
出
三
億
五
六
二
万
三
、
一
六
九

　
円
．

○
老
人
保
健
特
別
会
計
・
歳
入
二

　
億
三
、
一
七
九
万
二
、
四
六
〇

　
円
。
歳
出
二
億
三
、
一
四
八
万

　
二
、
〇
一
五
円
。

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
・
歳
入
六
、

　
五
二
五
万
五
、
五
七
三
円
。
歳

　
出
六
、
三
三
九
万
三
、
二
三
一

　
円
。

う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
歳
入
の

う
ち
税
収
入
と
税
外
収
入
を
合
わ

せ
て
、
三
億
六
、
六
六
五
万
五
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
決
算
総

額
の
一
四
・
八
％
が
直
接
町
民
の

負
担
に
よ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
町
の
借
金
、
い
わ
ゆ
る
町
債
は

二
五
億
九
、
五
四
五
万
円
に
達
っ

し
、
町
民
一
人
当
た
り
六
〇
万
一

千
円
と
な
り
、
公
債
比
率
は
一
七
・

一
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
度
の
町
債
に
対
す

る
償
還
金
額
は
、
元
金
、
利
子
分

合
計
で
三
億
九
、
七
九
二
万
六
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

麟1

議会費53，143千円2．2％

　　　　労働費その他

慰㎜㏄
鳶喬

　　　土木費
　　　415，790千円
出　　　17・2％

農林水産業費
575，534千円
　　23．8％

　消防費
　73，731千円3．1％

　衛生費
　71，106千円2．9％
　商工費
　94，030千円3．9％

災害復旧費

磁驚
貌秩86千円歳
　　10．2％

糠翻
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柳
靖
治
議
員

▽
松
之
山
農
業
の
今
後
の
あ
り
方

　
に
つ
い
て
。

▽
医
療
対
策
と
老
人
福
祉
対
策
に

　
つ
い
て
。

竹
内
平
八
郎
議
員

▽
砂
防
ダ
『
ム
の
建
設
に
つ
い
て
。

▽
大
厳
寺
高
原
の
観
光
的
宣
伝
に

　
つ
い
て
。

村
山
里
志
議
員

▽
森
林
組
合
の
集
約
化
に
つ
い
て
。

▽
過
疎
地
乗
合
タ
ク
シ
ー
構
想
に

．
つ
い
て
．

▽
冬
期
保
安
要
員
の
確
保
に
つ
い

　
て
．

　
田
辺
尚
二
議
員

▽
環
境
衛
生
と
農
業
用
水
の
汚
染

　
防
止
に
つ
い
て

　
高
橋
英
一
議
員

▽
町
産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
。

▽
町
単
事
業
で
田
な
ら
し
、
農
道
、

　
溜
池
、
春
先
除
雪
は
産
業
振
興

　
で
重
要
な
課
題
。

▽
国
保
税
の
大
幅
引
き
上
げ
に
つ

　
い
て
と
、
国
保
税
や
町
税
の
納

　
税
に
つ
い
て
．

　
以
上
、
各
議
員
の
主
な
質
間
項

目
の
み
掲
，
載
し
ま
し
た
。

松之山町農業祭

催10月26日
戦傷病者等の妻に

特別給付金

が支給されます

　
法
律
改
正
に
よ
り
、
次
に
該
当

す
る
戦
傷
病
者
の
妻
に
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
継
続
対
象
者

　
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
に
第

五
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受

け
て
い
る
戦
傷
病
者
の
妻
で
、
今

ま
で
に
特
別
給
付
金
国
債
を
受
け

た
妻
又
は
受
給
権
を
有
す
る
妻
。

◎
新
規
対
象
者

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
（
満

州
事
変
間
の
受
傷
り
病
者
は
昭
和

四
十
八
年
四
月
二
日
）
以
後
、
じ

後
重
症
と
な
っ
た
戦
傷
病
者
の
妻
、

又
は
婚
姻
し
た
妻
で
、
昭
和
五
十

八
年
四
月
一
日
に
第
五
款
症
以
上

の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
戦

傷
病
者
の
妻
．

◎
平
病
死
対
象
者

　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
死
亡
し
た
戦
傷
病
者
の
妻

で
、
今
年
償
還
終
了
の
特
別
給
付

　昭和60年10月1日以後　　　　昭和60年9月30目以前に

　設置される浄化槽　　　　　　設置した浄化槽
　　　　（設置後検査〉　　　　　　　　　（定期検査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　（へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・．

拝　　　　　＿曾）　　　　φ一・脱　、護x
瞳ジ　聾
　まず設置後6ケ月を経過し　　定期的に毎年1回は維持管理
てから2ケ月以内に設置状態　　の状態を見るための水質検査

を見る水質検査をしてくださ　　をしてください。

い。翌年から、定期検査にな
ります。

　　　　なお詳細は大島保健所環境衛生課まで

　　　　問い合せてください。盈02559－4－3331

金
国
債
を
受
け
た
妻
、
た
だ
し
、

公
務
扶
助
料
等
を
受
給
し
て
い
る

妻
は
、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
に
移
行
し
ま
す
。

▽
請
求
期
問

　
十
月
一
日
（
水
）
か
ら
三
年
間

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
町
村
の
担

当
窓
口
、
又
は
県
民
生
部
援
護
高

齢
福
祉
課
へ

電
話
〇
二
五
二
ー
八
五
ー
五
五
一

一
内
線
二
五
三
五
番
）

浄化槽の水質検査制度が変わりました

水質検査は知事

の指定した検査

機関が行います

合

飴
、
擁
願6
コ指定検査機関

の名称

財団法人　上越環境科学センタ
　（上越市大字下門前231番2）

行
政
相
談

　
　
の
お
知
ら
せ

　
次
の
日
程
で
行
政
相
談
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
区
で
相
談

の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
出
掛
け
下

さ
い
。
個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
．

▽
十
月
十
三
日
、
午
後
二
時
よ
り

　
四
時
ま
で
．

　
会
場
　
三
省
小
学
校

▽
十
月
十
四
日
、
午
後
二
時
よ
り

　
四
時
ま
で
．
，

　
会
場
　
坪
野
公
会
堂

▽
十
月
十
五
日
、
午
後
二
時
よ
り

　
四
時
ま
で
．

　
会
場
　
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
町
民
こ
ぞ
っ
て
収
穫
の
喜
び
と

文
化
の
潤
い
を
享
受
し
合
う
「
松

之
山
町
農
業
祭
」
は
来
る
十
月
二

十
六
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
第

五
回
目
で
、
開
催
日
は
昨
年
よ
り

一
日
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
祭
行
事
の
中
身
は
、
例
年

と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
芸
能

祭
な
ど
と
併
せ
て
一
大
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
多
数
お

出
か
け
く
だ
さ
る
よ
う
、
主
催
者

側
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

　
年
々
盛
大
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

の
農
業
祭
は
、
各
農
協
、
農
業
委

員
会
、
連
合
婦
人
会
、
青
年
団
体

連
絡
協
、
文
化
協
会
、
養
鯉
組
合
、

整
備
業
組
合
、
普
及
所
な
ど
の
協

力
を
得
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
．　
主
な
行
事
内
容
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
は
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
と
同
駐
車
場
、

町
民
体
育
館
で
す
。

　
芸
能
祭
は
文
化
協
会
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
　
”
子
供

三
番
嬰
”
や
”
上
川
手
歌
舞
伎
”

も
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
郭
、
）
期
待
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
町
農
巣
祭
も
今
年
で
第
5
回
目

を
迎
え
ま
す
．

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
伝
え
て

い
き
た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
」

に
、
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
昨
年
は
、
高
校
生
の
「
ア

ン
ボ
」
が
会
場
を
賑
わ
せ
て
く
れ

ま
し
た
．

　
今
年
は
主
婦
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
お
と
う
さ
ん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
若
者
の
自
慢
の

味
を
募
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ

農業祭ブログラム

ん
な
物
を
・
：
：
・
行
事
食
、
保
存

食
、
漬
け
物
、
菓
子
類
伝
統
食
、

農
産
加
工
品
、
山
菜
料
理
・
：
・
な

ど
。　
オ
ラ
が
町
の
特
産
に
と
工
夫
を

凝
ら
し
て
お
ら
れ
る
方
も
是
非
参

加
し
て
下
さ
い
。
出
品
者
に
は
、

粗
品
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
又
は
、
詳
し
い
こ
と
を
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
1
0
月
2
0

日
ま
で
に
、
役
場
産
業
課
農
政
係

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

時　　　間「

簾演
〃11時～正午

〃11時～〃

〃9時～〃
〃11時～

〃　9時～午後3時

〃10時30分～

〃9時～

〃9時～

　　行　　事　　内　　容

野菜・牛肉即売会

“わが察の味と香り。展示会

農機具の展示即売会

モチつき大会

コシヒカリ・手打ちそば試食会

ポン菓子

良質米多収穫共励会表彰式

稲株・米出品展示会

農業祭鏡割り

錦鯉展示即売会

商工会チャリティー

㊧錦鯉品評会及び表彰式は、25日午前9時から開催

留麟

米」「新

　
十
月
は
実
り
の
秋
－
待
望
の

新
米
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
い
い
た

い
所
で
す
が
、
実
は
も
畠
う
と
っ
く

に
新
米
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
所
が

あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
収
穫
の
時
期
が
早
ま
り

千
葉
県
や
宮
崎
県
は
八
月
中
旬
か

ら
刈
り
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
米
と
い
う
と
新

入
り
の
人
を
さ
げ
す
む
よ
う
な
言

葉
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、
古
米

や
古
古
米
よ
り
お
い
し
い
新
米
な

の
に
な
ぜ
？
　
こ
れ
は
ど
う
や
ら

．
新
前
”
が
な
ま
っ
て
新
米
と
な

っ
た
た
め
の
よ
う
で
す
。
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㈲まつのやま

柳
靖
治
議
員

▽
松
之
山
農
業
の
今
後
の
あ
り
方

　
に
つ
い
て
。

▽
医
療
対
策
と
老
人
福
祉
対
策
に

　
つ
い
て
。

竹
内
平
八
郎
議
員

▽
砂
防
ダ
『
ム
の
建
設
に
つ
い
て
。

▽
大
厳
寺
高
原
の
観
光
的
宣
伝
に

　
つ
い
て
。

村
山
里
志
議
員

▽
森
林
組
合
の
集
約
化
に
つ
い
て
。

▽
過
疎
地
乗
合
タ
ク
シ
ー
構
想
に

．
つ
い
て
．

▽
冬
期
保
安
要
員
の
確
保
に
つ
い

　
て
．

　
田
辺
尚
二
議
員

▽
環
境
衛
生
と
農
業
用
水
の
汚
染

　
防
止
に
つ
い
て

　
高
橋
英
一
議
員

▽
町
産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
。

▽
町
単
事
業
で
田
な
ら
し
、
農
道
、

　
溜
池
、
春
先
除
雪
は
産
業
振
興

　
で
重
要
な
課
題
。

▽
国
保
税
の
大
幅
引
き
上
げ
に
つ

　
い
て
と
、
国
保
税
や
町
税
の
納

　
税
に
つ
い
て
．

　
以
上
、
各
議
員
の
主
な
質
間
項

目
の
み
掲
，
載
し
ま
し
た
。

松之山町農業祭

催10月26日
戦傷病者等の妻に

特別給付金

が支給されます

　
法
律
改
正
に
よ
り
、
次
に
該
当

す
る
戦
傷
病
者
の
妻
に
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
継
続
対
象
者

　
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
に
第

五
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受

け
て
い
る
戦
傷
病
者
の
妻
で
、
今

ま
で
に
特
別
給
付
金
国
債
を
受
け

た
妻
又
は
受
給
権
を
有
す
る
妻
。

◎
新
規
対
象
者

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
（
満

州
事
変
間
の
受
傷
り
病
者
は
昭
和

四
十
八
年
四
月
二
日
）
以
後
、
じ

後
重
症
と
な
っ
た
戦
傷
病
者
の
妻
、

又
は
婚
姻
し
た
妻
で
、
昭
和
五
十

八
年
四
月
一
日
に
第
五
款
症
以
上

の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
戦

傷
病
者
の
妻
．

◎
平
病
死
対
象
者

　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
死
亡
し
た
戦
傷
病
者
の
妻

で
、
今
年
償
還
終
了
の
特
別
給
付

　昭和60年10月1日以後　　　　昭和60年9月30目以前に

　設置される浄化槽　　　　　　設置した浄化槽
　　　　（設置後検査〉　　　　　　　　　（定期検査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　（へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・．

拝　　　　　＿曾）　　　　φ一・脱　、護x
瞳ジ　聾
　まず設置後6ケ月を経過し　　定期的に毎年1回は維持管理
てから2ケ月以内に設置状態　　の状態を見るための水質検査

を見る水質検査をしてくださ　　をしてください。

い。翌年から、定期検査にな
ります。

　　　　なお詳細は大島保健所環境衛生課まで

　　　　問い合せてください。盈02559－4－3331

金
国
債
を
受
け
た
妻
、
た
だ
し
、

公
務
扶
助
料
等
を
受
給
し
て
い
る

妻
は
、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
に
移
行
し
ま
す
。

▽
請
求
期
問

　
十
月
一
日
（
水
）
か
ら
三
年
間

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
町
村
の
担

当
窓
口
、
又
は
県
民
生
部
援
護
高

齢
福
祉
課
へ

電
話
〇
二
五
二
ー
八
五
ー
五
五
一

一
内
線
二
五
三
五
番
）

浄化槽の水質検査制度が変わりました

水質検査は知事

の指定した検査

機関が行います

合

飴
、
擁
願6
コ指定検査機関

の名称

財団法人　上越環境科学センタ
　（上越市大字下門前231番2）

行
政
相
談

　
　
の
お
知
ら
せ

　
次
の
日
程
で
行
政
相
談
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
区
で
相
談

の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
出
掛
け
下

さ
い
。
個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
．

▽
十
月
十
三
日
、
午
後
二
時
よ
り

　
四
時
ま
で
．

　
会
場
　
三
省
小
学
校

▽
十
月
十
四
日
、
午
後
二
時
よ
り

　
四
時
ま
で
．
，

　
会
場
　
坪
野
公
会
堂

▽
十
月
十
五
日
、
午
後
二
時
よ
り

　
四
時
ま
で
．

　
会
場
　
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
町
民
こ
ぞ
っ
て
収
穫
の
喜
び
と

文
化
の
潤
い
を
享
受
し
合
う
「
松

之
山
町
農
業
祭
」
は
来
る
十
月
二

十
六
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
第

五
回
目
で
、
開
催
日
は
昨
年
よ
り

一
日
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
祭
行
事
の
中
身
は
、
例
年

と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
芸
能

祭
な
ど
と
併
せ
て
一
大
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
多
数
お

出
か
け
く
だ
さ
る
よ
う
、
主
催
者

側
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

　
年
々
盛
大
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

の
農
業
祭
は
、
各
農
協
、
農
業
委

員
会
、
連
合
婦
人
会
、
青
年
団
体

連
絡
協
、
文
化
協
会
、
養
鯉
組
合
、

整
備
業
組
合
、
普
及
所
な
ど
の
協

力
を
得
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
．　
主
な
行
事
内
容
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
は
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
と
同
駐
車
場
、

町
民
体
育
館
で
す
。

　
芸
能
祭
は
文
化
協
会
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
　
”
子
供

三
番
嬰
”
や
”
上
川
手
歌
舞
伎
”

も
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
郭
、
）
期
待
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
町
農
巣
祭
も
今
年
で
第
5
回
目

を
迎
え
ま
す
．

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
伝
え
て

い
き
た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
」

に
、
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
昨
年
は
、
高
校
生
の
「
ア

ン
ボ
」
が
会
場
を
賑
わ
せ
て
く
れ

ま
し
た
．

　
今
年
は
主
婦
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
お
と
う
さ
ん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
若
者
の
自
慢
の

味
を
募
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ

農業祭ブログラム

ん
な
物
を
・
：
：
・
行
事
食
、
保
存

食
、
漬
け
物
、
菓
子
類
伝
統
食
、

農
産
加
工
品
、
山
菜
料
理
・
：
・
な

ど
。　
オ
ラ
が
町
の
特
産
に
と
工
夫
を

凝
ら
し
て
お
ら
れ
る
方
も
是
非
参

加
し
て
下
さ
い
。
出
品
者
に
は
、

粗
品
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
又
は
、
詳
し
い
こ
と
を
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
1
0
月
2
0

日
ま
で
に
、
役
場
産
業
課
農
政
係

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

時　　　間「

簾演
〃11時～正午

〃11時～〃

〃9時～〃
〃11時～

〃　9時～午後3時

〃10時30分～

〃9時～

〃9時～

　　行　　事　　内　　容

野菜・牛肉即売会

“わが察の味と香り。展示会

農機具の展示即売会

モチつき大会

コシヒカリ・手打ちそば試食会

ポン菓子

良質米多収穫共励会表彰式

稲株・米出品展示会

農業祭鏡割り

錦鯉展示即売会

商工会チャリティー

㊧錦鯉品評会及び表彰式は、25日午前9時から開催

留麟

米」「新

　
十
月
は
実
り
の
秋
－
待
望
の

新
米
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
い
い
た

い
所
で
す
が
、
実
は
も
畠
う
と
っ
く

に
新
米
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
所
が

あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
収
穫
の
時
期
が
早
ま
り

千
葉
県
や
宮
崎
県
は
八
月
中
旬
か

ら
刈
り
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
米
と
い
う
と
新

入
り
の
人
を
さ
げ
す
む
よ
う
な
言

葉
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、
古
米

や
古
古
米
よ
り
お
い
し
い
新
米
な

の
に
な
ぜ
？
　
こ
れ
は
ど
う
や
ら

．
新
前
”
が
な
ま
っ
て
新
米
と
な

っ
た
た
め
の
よ
う
で
す
。
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気をつけましょう！

悪質な訪問販売が

増えています。
［
　
　
［

饗癬
　
　
最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
の
訪

　
問
販
売
が
増
え
て
来
ま
し
た
。
訪

　
問
販
売
で
売
ら
れ
て
い
る
商
品
の

　
全
て
が
悪
い
と
は
限
ら
な
い
の
で

　
す
が
、
値
段
が
市
価
よ
り
何
倍
も

　
高
か
っ
た
り
、
商
品
そ
の
物
が
粗

　
悪
品
だ
っ
た
り
す
る
事
が
多
い
の

　
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
九
月
に
入
っ
て
か
ら
、
あ
ち
こ

　
ち
で
、
「
変
な
電
話
が
か
か
っ
て
気

　
味
が
悪
い
一
と
い
う
話
が
聞
か
れ

　
ま
し
た
。
実
は
“
な
べ
”
の
販
売

　
員
が
各
戸
に
電
話
し
て
、
在
宅
し

　
て
い
る
家
に
売
り
に
行
く
た
め
だ

　
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
の
セ
ー
ル

　
ス
マ
ン
は
手
口
が
巧
妙
な
の
と
話

　
が
う
ま
い
の
が
特
長
で
す
。

　
　
九
月
十
三
日
付
の
朝
日
新
聞
で

　
は
、
輸
入
な
、
べ
｝
セ
ッ
ト
三
万
円

　
の
物
を
三
十
万
円
近
い
金
額
で
小

　
売
し
、
五
年
間
で
二
千
億
円
も
儲

の
蓼
．
曝
｛
黙
飽
．
、
、

　
“
”
｝
「
　
…
㎜
…
…
…
　
灘

細
　
’
一
、
き

詑
、
溌
翼
羅
欝
、
裂

け
た
業
者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
高
価
な
品
物
の
と
き
は
、
そ

の
場
で
す
ぐ
決
め
な
い
方
が
良
い

で
し
ょ
・
フ
．

　
消
火
器
、
ト
イ
レ
の
フ
ァ
ン
、

な
、
べ
、
衣
類
な
ど
交
通
の
便
が
良

く
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
で
も
販
売

員
が
入
っ
て
来
ま
す
。
農
繁
期
と

な
り
家
庭
を
留
守
に
し
た
り
、
お

年
寄
り
だ
け
に
な
る
事
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に

ひ
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分
気
を

付
け
ま
し
よ
う
。

　
最
近
、
新
手
の
訪
問
販
売
が
出

て
来
ま
し
た
．

　
東
北
電
力
や
N
T
T
の
名
前
を

か
た
っ
て
、
家
の
中
の
ヒ
ュ
ー
ズ

や
計
器
の
取
り
替
え
を
し
た
り
、

電
話
器
の
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
を
替
え

た
り
し
て
、
し
か
も
支
払
い
は
農

協
や
銀
行
の
口
座
払
等
の
方
法
で

や
る
グ
ル
ー
プ
が
入
り
込
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

　
東
北
電
力
や
N
T
T
、
役
場
や

消
防
署
の
職
員
が
何
の
連
絡
も
な

し
に
、
直
接
行
っ
て
修
理
や
品
物

の
販
売
な
ど
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ひ
っ
か
か
ら

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
家
中
で
良
く
話
し
合
い
対
応
策

も
考
え
て
見
て
下
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
！

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
。

　
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
i
ト
し
た

新
し
い
国
民
年
金
制
度
で
は
、
会

社
や
官
庁
等
に
勤
め
て
い
る
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
な
ど
は
、

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
三
号
に
該
当
さ
れ
る
方
は

加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
い

ま
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
加
入

の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
が
、

熟、

｝
く
一
部
の
人
が
未
届
で
残
っ
て

お
り
ま
す
。

　
加
入
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
会

社
へ
勤
め
た
と
か
、
主
人
が
会
社

を
や
め
る
な
ど
変
更
が
あ
っ
た
と

き
も
、
そ
の
都
度
届
出
が
必
要
で

す
の
で
、
役
場
年
金
係
の
方
へ
届

出
を
し
て
下
さ
い
。

出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

方
へ

　
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
人
の
奥
さ
ん
で
、
旦
那
さ
ん

の
被
扶
養
配
偶
者
（
健
康
保
険
証

に
名
前
の
記
載
の
あ
る
人
）
は
、

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と

な
り
、
冬
期
間
保
険
料
を
納
め
る

事
が
い
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
も
キ
チ
ン
と
届

出
を
し
な
い
と
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
会
社
で
証
明
を
受
け
役

（
奥
さ
ん
の
い
る
人
）

場
年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
役
場
国
民
年
金
係
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
出
稼
ぎ
に
出
ら

れ
る
前
に
役
場
年
金
係
に
お
聞
き

下
さ
い
．

　
出
稼
ぎ
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
特
に
良
く
知
っ

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

肺
が
ん
死
亡
者

　
全
国
的
に
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
新

潟
県
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
肺

が
ん
の
死
亡
率
は
全
国
で
八
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
肺
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
出
に

く
い
の
が
特
長
で
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
見

つ
か
る
事
が
多
い
そ
う
で
す
。
肺

が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら

で
は
手
遅
れ
の
事
が
多
く
、
定
期

のまつのやま
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的
な
検
診
を
受
け
ら
れ
る
事
を
お

進
め
し
ま
す
．

　
ま
た
、
肺
が
ん
は
、
タ
、
、
ハ
コ
の

喫
煙
者
に
多
く
発
生
す
る
事
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

毎
日
多
く
の
本
数
を
喫
っ
て
い
る

人
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

本
数
を
減
ら
す
か
、
止
め
る
努
力

を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
松
之
山
町
で
も
、
総
合
検
診
の

中
に
肺
が
ん
検
診
を
取
り
入
れ
、

早
期
発
見
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

早
期
発
見
が
で
き
れ
ば
、
七
割
以

上
の
方
が
治
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
タ
、
、
ハ
コ
を
喫
う
人
も
喫
わ
な
い

人
も
検
診
を
受
け
、
が
ん
を
寄
せ

つ
け
な
い
身
体
作
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

歯の健康

歯
を
抜
い
た
ら
放
置
し
な
い

　
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
何
よ

り
も
ま
ず
食
べ
物
を
噛
む
能
力
が

低
下
し
ま
す
。
つ
ま
り
消
化
器
官

と
し
て
食
物
を
細
か
く
噛
み
つ
ぶ

す
と
い
う
口
の
働
き
が
衰
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
又
、
前
歯
な
ら

ば
ど
う
で
し
ょ
う
。
　
一
本
抜
け
た

だ
け
で
も
発
音
に
異
常
を
き
た
し

ま
す
し
、
外
観
的
に
も
悪
く
な
り

ま
す
ね
．

　
歯
は
歯
槽
骨
の
ソ
ケ
ッ
ト
の
中

に
一
本
｝
本
し
っ
か
り
と
固
｛
疋
さ

れ
、
互
い
に
隣
接
し
合
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
｝
本
で
も
な
く

な
れ
ば
、
歯
列
に
ゆ
る
み
が
生
じ
、

長
い
間
放
置
す
る
と
抜
け
た
歯
の

隣
り
の
歯
が
傾
い
て
き
た
り
、
そ

の
歯
と
噛
み
合
っ
た
歯
が
、
抜
け

た
歯
の
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
な
感

じ
で
う
き
上
が
っ
て
く
る
可
能
性

も
出
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
歯
な
ら
び
を
悪

く
し
た
り
、
又
、
噛
み
方
を
悪
く

し
た
た
め
に
、
特
定
な
歯
に
異
常

な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
、

歯
槽
膿
漏
を
誘
発
し
や
す
く
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
抜
歯
後
の
未
処
理
、

放
置
は
さ
ま
ざ
ま
に
悪
い
結
果
を

生
み
出
し
ま
す
。
歯
を
抜
い
た
ら

あ
る
期
間
に
は
、
必
ず
入
れ
歯
を

す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
さ
あ
も
う
一
度
㌔
、
』
自
分
の
口
の

中
を
の
ぞ
い
て
、
異
常
が
あ
る
か

ど
う
か
確
か
め
て
下
さ
い
。
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記帳に基づく

正しい申告を！

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、

自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る

た
め
に
は
毎
日
の
取
引
を
き
ち
ん

と
記
帳
し
、
保
存
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
記
帳
に
も
簡
単
な
も
の
か
ら
、

各
種
の
帳
簿
を
備
え
た
高
度
な
も

の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

定
め
ら
れ
た
簡
易
帳
簿
な
ど
一
定

水
準
以
上
の
記
帳
を
し
、
そ
の
記

帳
に
基
づ
い
て
正
し
い
申
告
を
す

る
場
合
に
は
、
所
得
の
計
算
上
有

利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
青
色

申
告
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
．　
ま
た
、
青
色
申
告
を
し
て
い
な

い
方
で
事
業
所
得
等
（
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
及
び
山
林
所
得
）
が

あ
り
一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

方
は
、
記
帳
や
記
録
の
保
存
な
ど

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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気をつけましょう！
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増えています。
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最
近
、
い
ろ
い
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な
商
品
の
訪

　
問
販
売
が
増
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て
来
ま
し
た
。
訪

　
問
販
売
で
売
ら
れ
て
い
る
商
品
の

　
全
て
が
悪
い
と
は
限
ら
な
い
の
で

　
す
が
、
値
段
が
市
価
よ
り
何
倍
も

　
高
か
っ
た
り
、
商
品
そ
の
物
が
粗

　
悪
品
だ
っ
た
り
す
る
事
が
多
い
の

　
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
九
月
に
入
っ
て
か
ら
、
あ
ち
こ

　
ち
で
、
「
変
な
電
話
が
か
か
っ
て
気

　
味
が
悪
い
一
と
い
う
話
が
聞
か
れ

　
ま
し
た
。
実
は
“
な
べ
”
の
販
売

　
員
が
各
戸
に
電
話
し
て
、
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宅
し

　
て
い
る
家
に
売
り
に
行
く
た
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だ

　
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
の
セ
ー
ル

　
ス
マ
ン
は
手
口
が
巧
妙
な
の
と
話

　
が
う
ま
い
の
が
特
長
で
す
。

　
　
九
月
十
三
日
付
の
朝
日
新
聞
で

　
は
、
輸
入
な
、
べ
｝
セ
ッ
ト
三
万
円

　
の
物
を
三
十
万
円
近
い
金
額
で
小

　
売
し
、
五
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間
で
二
千
億
円
も
儲
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詑
、
溌
翼
羅
欝
、
裂

け
た
業
者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
高
価
な
品
物
の
と
き
は
、
そ

の
場
で
す
ぐ
決
め
な
い
方
が
良
い

で
し
ょ
・
フ
．

　
消
火
器
、
ト
イ
レ
の
フ
ァ
ン
、

な
、
べ
、
衣
類
な
ど
交
通
の
便
が
良

く
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
で
も
販
売

員
が
入
っ
て
来
ま
す
。
農
繁
期
と

な
り
家
庭
を
留
守
に
し
た
り
、
お

年
寄
り
だ
け
に
な
る
事
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に

ひ
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分
気
を

付
け
ま
し
よ
う
。

　
最
近
、
新
手
の
訪
問
販
売
が
出

て
来
ま
し
た
．

　
東
北
電
力
や
N
T
T
の
名
前
を

か
た
っ
て
、
家
の
中
の
ヒ
ュ
ー
ズ

や
計
器
の
取
り
替
え
を
し
た
り
、

電
話
器
の
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
を
替
え

た
り
し
て
、
し
か
も
支
払
い
は
農

協
や
銀
行
の
口
座
払
等
の
方
法
で

や
る
グ
ル
ー
プ
が
入
り
込
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

　
東
北
電
力
や
N
T
T
、
役
場
や

消
防
署
の
職
員
が
何
の
連
絡
も
な

し
に
、
直
接
行
っ
て
修
理
や
品
物

の
販
売
な
ど
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ひ
っ
か
か
ら

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
家
中
で
良
く
話
し
合
い
対
応
策

も
考
え
て
見
て
下
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
！

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
。

　
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
i
ト
し
た

新
し
い
国
民
年
金
制
度
で
は
、
会

社
や
官
庁
等
に
勤
め
て
い
る
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
な
ど
は
、

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
三
号
に
該
当
さ
れ
る
方
は

加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
い

ま
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
加
入

の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
が
、

熟、

｝
く
一
部
の
人
が
未
届
で
残
っ
て

お
り
ま
す
。

　
加
入
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
会

社
へ
勤
め
た
と
か
、
主
人
が
会
社

を
や
め
る
な
ど
変
更
が
あ
っ
た
と

き
も
、
そ
の
都
度
届
出
が
必
要
で

す
の
で
、
役
場
年
金
係
の
方
へ
届

出
を
し
て
下
さ
い
。

出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

方
へ

　
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
人
の
奥
さ
ん
で
、
旦
那
さ
ん

の
被
扶
養
配
偶
者
（
健
康
保
険
証

に
名
前
の
記
載
の
あ
る
人
）
は
、

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と

な
り
、
冬
期
間
保
険
料
を
納
め
る

事
が
い
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
も
キ
チ
ン
と
届

出
を
し
な
い
と
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
会
社
で
証
明
を
受
け
役

（
奥
さ
ん
の
い
る
人
）

場
年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
役
場
国
民
年
金
係
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
出
稼
ぎ
に
出
ら

れ
る
前
に
役
場
年
金
係
に
お
聞
き

下
さ
い
．

　
出
稼
ぎ
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
特
に
良
く
知
っ

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

肺
が
ん
死
亡
者

　
全
国
的
に
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
新

潟
県
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
肺

が
ん
の
死
亡
率
は
全
国
で
八
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
肺
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
出
に

く
い
の
が
特
長
で
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
見

つ
か
る
事
が
多
い
そ
う
で
す
。
肺

が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら

で
は
手
遅
れ
の
事
が
多
く
、
定
期

のまつのやま

18なた‘ま“タノ璽コ“を

＞ノ　止められますか？

　
　
　
　
　
急
増
－
●

的
な
検
診
を
受
け
ら
れ
る
事
を
お

進
め
し
ま
す
．

　
ま
た
、
肺
が
ん
は
、
タ
、
、
ハ
コ
の

喫
煙
者
に
多
く
発
生
す
る
事
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

毎
日
多
く
の
本
数
を
喫
っ
て
い
る

人
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

本
数
を
減
ら
す
か
、
止
め
る
努
力

を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
松
之
山
町
で
も
、
総
合
検
診
の

中
に
肺
が
ん
検
診
を
取
り
入
れ
、

早
期
発
見
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

早
期
発
見
が
で
き
れ
ば
、
七
割
以

上
の
方
が
治
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
タ
、
、
ハ
コ
を
喫
う
人
も
喫
わ
な
い

人
も
検
診
を
受
け
、
が
ん
を
寄
せ

つ
け
な
い
身
体
作
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

歯の健康

歯
を
抜
い
た
ら
放
置
し
な
い

　
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
何
よ

り
も
ま
ず
食
べ
物
を
噛
む
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力
が

低
下
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す
。
つ
ま
り
消
化
器
官

と
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て
食
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を
細
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く
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み
つ
ぶ

す
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う
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働
き
が
衰
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る
こ
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り
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す
。
又
、
前
歯
な
ら

ば
ど
う
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ょ
う
。
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た
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し
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ね
．

　
歯
は
歯
槽
骨
の
ソ
ケ
ッ
ト
の
中
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一
本
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固
｛
疋
さ
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。
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。
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又
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膿
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。
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。

　
さ
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も
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一
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㌔
、
』
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分
の
口
の

中
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あ
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ど
う
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確
か
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下
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い
。

　
　
　
　
　
／
’

　
　
　
　
　
　
と
　
ロ
　

　
　
　
　
　
ド
つ
く
ノ
　
　
ベ

　
　
　
　
　
、
　
「
コ
㌔

　
　
　
　
｝
＼
↑
、
一
、

　
　
　
　
　
　
「
↑
～

　
　
　
　
　
↓
　
　
蓼
－

，雌

櫛

非喫煙者と比べた
喫煙者の肺がん死亡率（男，
）「知っていますか？たばこの害」
L　より転用

　
　
　
　

5。

本
以
上
」

25
－
4
9
本
煙

や
別
本
喫

賀
本
蜘

9
本
以
下
－
一

時
々
喫
煙

非
喫
煙

音
Oq
1 8　
　
　
6
　
　
　
▲
T
　
　
の
∠

記帳に基づく

正しい申告を！

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、

自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る

た
め
に
は
毎
日
の
取
引
を
き
ち
ん

と
記
帳
し
、
保
存
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
記
帳
に
も
簡
単
な
も
の
か
ら
、

各
種
の
帳
簿
を
備
え
た
高
度
な
も

の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

定
め
ら
れ
た
簡
易
帳
簿
な
ど
一
定

水
準
以
上
の
記
帳
を
し
、
そ
の
記

帳
に
基
づ
い
て
正
し
い
申
告
を
す

る
場
合
に
は
、
所
得
の
計
算
上
有

利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
青
色

申
告
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
．　
ま
た
、
青
色
申
告
を
し
て
い
な

い
方
で
事
業
所
得
等
（
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
及
び
山
林
所
得
）
が

あ
り
一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

方
は
、
記
帳
や
記
録
の
保
存
な
ど

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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だ
い
ぶ
上
手
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

農家の人が刈り取るそばから稲運ぴ

　
今
年
春
、
目
分
達
で
植
え
て
い

っ
た
稲
が
ど
ん
な
に
成
長
し
て
い

る
か
、
豊
作
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

期
侍
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
同
級

生
を
い
つ
ば
い
連
れ
て
釆
た
高
校

生
が
い
ま
す
。

　
新
潟
南
の
私
立
敬
和
学
園
高
校

の
二
年
生
、
二
百
人
余
り
が
農
業

体
験
を
し
に
松
之
山
を
訪
れ
、
稲

刈
り
．
畜
産
農
家
の
手
伝
い
、
牧

場
で
の
色
々
な
作
業
を
三
日
間
に

わ
た
り
体
験
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
と
の
生
徒
が
農
業
経
験

が
な
い
た
め
、
慣
れ
る
ま
で
大
変

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
二
百
人
が
三
つ
の
班
に
分
か
れ

て
の
作
業
。
数
々
の
エ
ビ
ソ
ー
ド

も
生
ま
れ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
苦
し
い
経
験
を
少
し
で
も

自
分
の
も
の
と
し
て
、
生
か
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

諺／　
　
　
　
＼

＼
＼
q
溜
Ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

東
川
　
柳
清
三
郎
さ
ん

　
　
　
交
通
安
全
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

　
柳
さ
ん
は
、
町
交
通
安
全
指
導

員
と
し
て
、
こ
の
制
度
が
発
足
し

た
と
き
よ
り
長
年
に
わ
た
り
勤
め

ら
れ
、
ま
た
、
自
ら
機
械
店
を
営

む
か
た
わ
ら
、
地
域
の
交
通
安
全

の
た
め
努
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
程
、
県
警
及
び
県
交

通
安
全
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
　
九
月
一
一
十
九
日
．
安
塚
警
察
署

長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
す
と
謙
遜

す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
交
通
安
全
に
協
力
す
る
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。長原安塚警察署長より感謝状が送られる

　　　　　　　　　　（柳さん宅にて）

自治宝くじ還元金助成で

湯山大神楽

が一段と盛大に！

，ギ
，
4

獅子と天狗の舞

　　新しい獅子頭がまぶしい

　
湯
山
大
神
楽
保
存
会
に
ム
フ
年
￥

全
国
自
治
宝
く
じ
協
会
か
ら
自
治

宝
く
じ
還
元
金
と
し
て
二
百
万
円

の
助
成
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
保
存
会
で
は

古
く
な
っ
た
獅
子
頭
や
天
狗
の
面
、

お
か
め
の
面
な
ど
を
新
し
く
購
入

し
た
ほ
か
、
照
明
器
具
や
放
送
設

備
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
八
月
三
十
日
、
他
部
落
よ
り
一

週
間
早
い
秋
祭
り
（
神
楽
祭
）
で

は
、
明
る
い
照
明
の
下
で
真
新
し

い
お
面
や
衣
裳
を
つ
け
た
若
者
が

夜
遅
く
ま
で
神
楽
を
舞
い
、
伝
統

が
後
世
に
ま
で
受
け
継
が
れ
る
た

め
の
新
し
い
足
掛
か
り
が
、
ま
た

一
つ
出
来
た
事
を
み
ん
な
で
喜
こ

ん
で
い
ま
し
た
。

松
里
か
ん
ぱ
い
留
山
ダ
ム

　
　
　
完
成
に
向
け
工
事
が
進
あ

　
松
里
全
域
か
ら
藤
倉
・
中
尾
・

橋
詰
の
一
部
に
至
る
ま
で
の
、
広

大
な
田
ん
ぽ
を
潤
す
べ
き
水
溜
め

と
し
て
、
急
ビ
ッ
チ
で
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
留
山
ダ
ム
。

　
ダ
ム
は
本
体
は
九
割
万
完
成
し
て

お
り
、
今
年
中
に
は
全
て
完
成
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
た
ん
す
い

　
九
月
四
日
に
湛
水
式
が
行
わ
れ
、

初
め
て
ダ
ム
に
水
が
溜
め
ら
れ
ま

し
た
。
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ほ
ん

の
少
し
で
、
こ
れ
か
ら
一
年
か
け

て
試
験
湛
水
を
繰
り
返
え
す
事
と

な
り
ま
す
。

　
水
路
工
事
も
着
々
と
進
み
、
管

理
棟
も
ほ
ぽ
完
成
し
ま
し
た
。
来

年
か
ら
末
端
水
路
工
事
が
本
格
的

に
始
ま
り
、
受
益
者
の
み
な
さ
ん

の
田
ん
ぽ
に
水
が
入
る
の
は
、
昭

和
六
十
三
年
か
ら
と
な
り
ま
す
。

完成問近い留山ダム

　管理棟と試験的に水の入ったダム
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付のお礼」

文学碑建立委員長

　　　村山政光

　
松
之
山
に
新
し
い
文
化
遺
産
を
、

と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
始
め
ら
れ

ま
し
た
坂
口
安
吾
氏
の
文
学
碑
建

立
事
業
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
大
変
な
軌
、
一

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
六
月
十
九
日
、
代
表
発
起
人
、

世
話
人
各
位
に
よ
る
打
合
せ
会
を

安田町の採石現場にて（安吾碑）

東
頸
城
郡
中
学
駅
伝
大
会

松
之
山
中
A
チ
ー
ム
惜
し
く
も
二
位
に

　
第
二
十
三
回
の
郡
中
学
駅
伝
大

会
が
、
九
月
二
十
五
日
に
松
代
・

安
塚
九
区
間
で
行
わ
れ
、
安
塚
中

学
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
期
待
さ
れ
た
松
之
山
中
A
チ
ー

ム
は
、
前
半
の
遅
れ
が
最
後
ま
で

影
響
し
、
激
し
い
追
い
上
げ
を
し

ま
し
た
が
惜
し
く
も
二
位
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浦
田
中
が
六
位
、
松
之

山
中
B
が
八
位
と
い
う
成
績
で
し

た
。
　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
、
で
す
。

一
位
・
安
塚
中
、
二
位
・
松
之
山

中
A
、
三
位
・
大
島
中
、
四
位
・

松
代
中
、
五
位
・
牧
中
A
、
六
位

浦
田
中
、
七
位
・
牧
中
B
、
八
位

松
之
山
中
B
、
九
位
・
浦
川
原
中

▽
区
間
優
勝
者

　
五
区
・
小
林
誠
雄
君
、
八
区
・

福
原
　
賢
君
、
九
区
・
小
林
慶
雄

君
（
い
ず
れ
も
松
之
山
A
チ
ー
ヘ
ノ

鱒まつのやま
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旧月1日オープン

リージョンプラザ上越

　
夏
の
間
、
、
、
シ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
と

し
て
使
用
し
て
い
た
所
が
、
十
月

一
日
よ
り
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
と

し
て
オ
ー
フ
ン
し
ま
し
た
。

　
上
越
地
区
で
唯
皿
の
ス
ケ
ー
ト

場
で
す
。
買
い
物
な
ど
で
出
掛
け

ら
れ
た
と
き
は
寄
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
意
外
と
簡
単
に
滑
ら
れ
る

も
の
で
す
よ
！

　
リ
ー
．
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
に
は
こ
の

他
に
、
オ
ー
ル
シ
ー
、
ズ
ン
プ
ー
ル
・

体
育
館
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
・

科
学
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
版
、
』
利
用
く
だ
さ
い
。

皮
切
り
に
、
町
内
の
募
金
活
動
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
で
す
が
、
こ
の

間
、
発
起
人
、
世
話
人
の
方
々
の

、
、
｝
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
大
変
な
諏
、
）
協
力

を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に

有
り
難
く
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
み
な
さ
ん
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

目
標
額
の
三
十
％
増
の
二
八
八
万

円
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
内
の
個
人
や
資

料
館
で
の
熟
、
｝
寄
附
な
ど
を
含
め
ま

す
と
、
三
三
三
万
円
（
九
月
十
九

日
現
在
〉
と
い
う
金
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
外
に
お
き
ま
し
て
は

法
人
、
個
人
な
ど
を
含
め
ま
し
て

二
〇
〇
万
円
余
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
日
、
取
終
的
に
は
六
〇
〇
万
円
ほ

ど
の
、
、
曇
可
附
が
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
、
づ
れ
日
、
取
終
的
な
金
額
に
つ
き

ま
し
て
も
、
．
一
報
拙
．
目
い
た
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず

現
段
階
で
の
状
況
を
、
お
礼
労
々

、、

報
告
申
し
土
げ
ま
す
．

　
ま
た
、
文
学
碑
の
建
立
場
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
役
員
各
位
に
よ

る
現
場
視
察
等
を
行
っ
た
結
果
、

松
之
山
小
学
校
入
口
の
ブ
ナ
林
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
の
選
定
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
石
材
が
北
蒲
原
郡
安
田

町
産
の
草
水
御
影
石
を
使
う
予
定

で
、
重
量
が
一
七
ト
ン
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
石
材
の
運
搬
な
ど
に

も
考
慮
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。　
以
上
、
概
略
で
は
あ
り
ま
す
が

㌔
、
』
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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九
月
二
日
、
松
之
山
町
凌
雲
閣

ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
郡
高
齢
者
囲

碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、
囲

碁
の
部
で
は
島
田
哲
夫
さ
ん
（
松

之
山
）
、
将
棋
の
部
で
は
太
田
正

尚
さ
ん
（
安
塚
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
両
氏
は
、
九
月
十
一
、
十

二
日
の
二
日
間
、
赤
倉
温
泉
で
開

催
さ
れ
た
新
潟
県
高
齢
者
囲
碁
将

棋
大
会
に
、
郡
の
代
表
と
し
て
出

場
さ
れ
ま
し
た
．

　
松
之
山
で
の
熱
戦
の
結
果
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
囲
碁
A
組
（
有
段
者
）

優
勝
　
島
田
哲
夫
二
段
・
次
点

横
尾
好
和
三
段
（
安
塚
）
、
若
井

千
代
松
二
段
、
佐
藤
大
治
二
段
。

（
次
点
三
氏
は
同
点
）

▽
将
棋

優
勝
　
太
田
正
尚
一
級
（
安
塚
）
、

次
点
　
鈴
木
林
平
五
級
（
松
代
〉
、

室
岡
久
太
郎
（
松
代
）
、
高
沢
寅

治
、
小
市
操
三
（
安
塚
）

（
次
点
四
氏
は
同
点
）

▽
囲
碁
B
級
（
】
級
以
下
）

優
勝
　
高
橋
平
藏
四
級
、
②
保
坂

武
雄
二
級
、
③
伊
藤
与
一
八
級
、

「
住
民
の
協
力
で
に
っ
く
き
大
泥
棒
を

　
農
繁
期
の
農
家
の
留
守
宅
を
狙

　
っ
た
泥
棒
事
件
が
、
九
月
．
五
日
と

．
十
日
の
二
度
に
わ
た
り
布
川
地
区

で
発
生
し
ま
し
た
が
、
住
民
の
機

、
転
と
協
力
で
二
人
組
の
犯
人
を
無

事
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
泥
棒
は
、
神
奈
川
県
に
住

む
会
社
員
で
、
全
国
を
セ
ー
ル
ス

し
な
が
ら
留
守
宅
な
ど
を
専
門
に

　　　　ロロすつこくいい話「

　
　
　
ス
ピ
ー
ド
逮
捕

狙
う
窃
盗
常
習
犯
で
、
前
科
六
犯

と
一
犯
の
二
人
組
で
し
た
。

　
二
人
の
手
口
と
足
ど
り
を
追
っ

て
み
る
と
、
九
月
五
日
に
上
蝦
池

部
落
に
白
い
乗
用
車
で
乗
り
つ
け
、

た
ま
た
ま
留
守
だ
っ
た
小
野
塚
順

作
さ
ん
宅
に
人
り
現
金
だ
け
盗
ん

だ
。
こ
の
と
き
、
隣
の
家
の
重
野

京
子
さ
ん
が
車
の
ナ
ン
、
バ
ー
の
大

き
な
数
字
だ
け
覚
え
て
お
り
、
そ

れ
が
今
回
の
ス
ピ
ー
ド
逮
捕
の
大

き
な
き
っ
か
け
の
】
つ
、
で
し
た
。

　
こ
の
犯
行
、
で
味
を
占
め
た
の
か
、

五
日
後
の
十
日
に
再
び
下
蝦
池
、

大
見
茂
さ
ん
宅
に
入
っ
た
所
を
農

協
職
員
の
樋
口
さ
ん
が
見
か
け
、

車
の
ナ
ン
、
、
ハ
ー
を
確
認
す
る
一
方
、

近
く
、
で
仕
事
を
し
て
い
た
人
達
に
．

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
犯
人
の
二

人
は
、
そ
の
場
は
車
、
で
逃
走
し
た

　　μ一4
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と
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、
浦
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中
が
六
位
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松
之

山
中
B
が
八
位
と
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成
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で
し

た
。
　
大
会
結
果
は
次
の
と
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、
で
す
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・
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中
、
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・
松
之
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中
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・
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・
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代
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牧
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中
、
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・
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中
B
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在
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の

と
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れ
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取
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的
な
金
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に
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も
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一
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拙
．
目
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た
し
た
い
と

思
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て
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ま
す
が
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あ
え
ず

現
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で
の
状
況
を
、
お
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労
々

、、

報
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し
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げ
ま
す
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ま
た
、
文
学
碑
の
建
立
場
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
役
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各
位
に
よ

る
現
場
視
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等
を
行
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た
結
果
、

松
之
山
小
学
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入
口
の
ブ
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が

選
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れ
ま
し
た
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こ
の
場
所
の
選
定
に
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て
は
、
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が
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原
郡
安
田
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産
の
草
水
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影
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を
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う
予
定

で
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が
一
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ト
ン
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
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材
の
運
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な
ど
に

も
考
慮
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
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以
上
、
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で
は
あ
り
ま
す
が
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説
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ま
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て
、
お
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る
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は
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に
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好
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井
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代
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、
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。
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平
藏
四
級
、
②
保
坂

武
雄
二
級
、
③
伊
藤
与
一
八
級
、

「
住
民
の
協
力
で
に
っ
く
き
大
泥
棒
を

　
農
繁
期
の
農
家
の
留
守
宅
を
狙

　
っ
た
泥
棒
事
件
が
、
九
月
．
五
日
と

．
十
日
の
二
度
に
わ
た
り
布
川
地
区

で
発
生
し
ま
し
た
が
、
住
民
の
機

、
転
と
協
力
で
二
人
組
の
犯
人
を
無

事
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
泥
棒
は
、
神
奈
川
県
に
住

む
会
社
員
で
、
全
国
を
セ
ー
ル
ス

し
な
が
ら
留
守
宅
な
ど
を
専
門
に

　　　　ロロすつこくいい話「

　
　
　
ス
ピ
ー
ド
逮
捕

狙
う
窃
盗
常
習
犯
で
、
前
科
六
犯

と
一
犯
の
二
人
組
で
し
た
。

　
二
人
の
手
口
と
足
ど
り
を
追
っ

て
み
る
と
、
九
月
五
日
に
上
蝦
池

部
落
に
白
い
乗
用
車
で
乗
り
つ
け
、

た
ま
た
ま
留
守
だ
っ
た
小
野
塚
順

作
さ
ん
宅
に
人
り
現
金
だ
け
盗
ん

だ
。
こ
の
と
き
、
隣
の
家
の
重
野

京
子
さ
ん
が
車
の
ナ
ン
、
バ
ー
の
大

き
な
数
字
だ
け
覚
え
て
お
り
、
そ

れ
が
今
回
の
ス
ピ
ー
ド
逮
捕
の
大

き
な
き
っ
か
け
の
】
つ
、
で
し
た
。

　
こ
の
犯
行
、
で
味
を
占
め
た
の
か
、

五
日
後
の
十
日
に
再
び
下
蝦
池
、

大
見
茂
さ
ん
宅
に
入
っ
た
所
を
農

協
職
員
の
樋
口
さ
ん
が
見
か
け
、

車
の
ナ
ン
、
、
ハ
ー
を
確
認
す
る
一
方
、

近
く
、
で
仕
事
を
し
て
い
た
人
達
に
．

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
犯
人
の
二

人
は
、
そ
の
場
は
車
、
で
逃
走
し
た
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つ
、議編▼　■　、　　’　盈妻

難蟹，糧讐
ヤー
　松菰保育園児のおみ二し

　　　　　　　　みこし姿もなかなかきまっているね。レ

睦1、

　
お
盆
も
終
り
稲
刈
り
が
始
ま
る

少
し
前
に
な
る
と
　
ど
こ
の
部
落

で
も
秋
祭
り
の
準
備
で
忙
が
し
く

な
り
ま
す
。

演
芸
大
会
な
ど
を
に
ぎ
や
か
に

行
う
部
落
。
糾
社
に
飾
ら
れ
た
燈

籠
だ
け
が
静
か
に
ゆ
れ
る
部
落
。

糾
宅
を
呼
ん
で
祭
っ
て
も
ら
う
部

落
と
色
々
で
す
が
、
各
部
落
と
も

工
夫
を
こ
ら
し
、
そ
れ
な
り
に
楽

し
い
祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
祭
り
は
、
忙
が
し
さ
に
追
わ

れ
る
農
家
に
と
っ
て
最
後
の
息
ぬ

き
で
も
あ
る
の
で
す
．

今
回
は
、
松
之
山
部
落
の
祭
り

を
屯
点
に
し
て
み
ま
し
た
。

〆ツヤツヤ

乙ば〆伊

　▼松之山中学生ブラスバンドによる野外生演奏

剛露篇⊇一

　水梨秋祭り

二人羽織に大きな笑いが！

再
ρ
超

0
’

秋季火災予防運動を

10月26日（日）～　1

11月1日（土）まで実施します

　この運動は、火災が起こりやすい季節を迎えるにあたり、

悲惨な焼死事故や貴重な財産の損失を防ぐことを目的として
います。

　全国で1年間約6万件、約9分に1件の割合で発生してい
る火災も、そのほとんどがちょっとした私達の不注意からです。

　1人ひとりが？と思ってくれたら……。それは決して他人
まかせではありません、あなたです！

　あなた自身が家を、地域を、町を火　　一．＿．、＿
災から守りましょう。　　　　　　 ＜徽盤瀕

∫）

あなたが主役“

津
、
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、

“防火の大役
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識ゴ

”
極
左
暴
力
集
団
”

根
絶
に
向
け
て
の
お
願
い

　
警
察
で
は
、

　
爆
弾
や
火
炎
び
ん
等
を
使
用

　
し
、
　
「
テ
ロ
」
　
「
ゲ
リ
ラ
」

　
な
ど
の
暴
力
に
よ
つ
て
我
が

　
国
の
民
主
主
義
体
制
を
転
覆

　
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
極
左

　
暴
力
集
団

　
を
壊
滅
す
る
た
め
の
取
締
り
に

全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
極
左
暴
力
集
団
は
、

人
目
を
避
け
る
た
め
に
変
装
し
た

り
、
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に
潜

伏
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

こ
の
集
団
を
根
絶
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
不
審
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
最
寄
り
の
派
出
所
・
駐

在
所
に
連
絡
願
い
ま
す
。

　お3めリマん
　あ￥こに変寄『’《げ￥垂く，τ9し・3可
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全国防犯運動
　　10月11日～20日まで

◎運動の重点

（1）自動車盗その他の乗物盗の防止

（2）侵入盗の防止

（3）少年非行の防止

◎統一標語

（1）愛車への　いたま）り示す　ドアロック

（2）防犯は　日ごと家ごと　地域ごと

（3）ふれあいと　対話が育てる子の始末

　期間中の活動として主なものは、駐車

中の自動車・オートバイの運転者に対し

エンジンキーの抜き取りやドアロックの

指導。家庭や事業所等の防犯診断。金融

機関の防犯体制・設備等の診断指導。少
年非行を防止するために環境浄化や補導
を行う。

　とかく物騒な世の中です。戸締まりは
しっカ・りしましょう。

新
潟
県
最
低
賃
金

昭
和
六
十
一
年
十
月
二
日
か
ら

一
日
二
二
、
四
六
九
円

一
時
間
・
　
四
三
四
円

と
な
り
ま
す
。

知
ろ
う
、
守
ろ
う
最
低
賃
金

守
ろ
う
労
働
保
険
の
加
入
は
事

業
主
の
義
務
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は

労
働
基
準
局
、
基
準
監
督
署
へ
。

しまだれいくん

麟．轡
、野∵3稗
太也くんとなわとぴをしている

㊤
皿

むらやまくみさん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
崩
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
説

鹸
麹
瞭

たかさわきょうこさん

　　　（松里保育園）

こ
よ
み

▼
九
月
の
で
き
ご
と

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

選
挙
管
理
委
員
会

若
妻
セ
ミ
ナ
；

議
会
産
経
委
員
会

水
稲
共
済
損
害
評
価
打
合

せ
会
議
会
総
民
委
員
会

農
業
祭
打
合
せ
会

町
民
生
委
員
協
議
会

田
畑
所
得
調
査
員
会
議

商
業
統
計
調
査
説
明
会

ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会

九
月
定
例
議
会
（
2
6
日
ま

で
）農
業
委
員
会
総
会

停

98421日日日日日
16
日

242219
日　日　日

25
日

30
日
▼
十
月
の
予
定

10

日
　
第
5
回
町
駅
伝
大
会

26

日
　
町
農
業
祭
・
芸
能
祭

人
事
異
動

　
　
　
　
　
㎜
月
－
日
付

▽
産
業
課
農
政
係
（
住
民
課

診
療
所
）

　
　
　
　
小
野
塚
　
喜
代
子

　
　
　
　
（
　
）
内
異
動
前

電

▼
十
月
十
七
日
（
金
）

　
午
前
八
時
か
ら
午
前
十
二
時
・

でo
光
間
・
上
川
手
・
下
川
手
の
全

　
部
　
同
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
午
後
五
時
ま
で

○
松
之
山
部
落
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力

一彪　ゆ

なわとぴ

　
秋
雨
と
か
秋
の
長
雨
と
か
言
い

ま
す
が
、
今
年
は
ど
う
し
た
こ
と

か
毎
日
い
い
天
気
が
続
い
て
い
ま

す
。　
農
作
業
も
一
段
と
は
か
ど
り
、

田
ん
ぼ
の
稲
が
段
々
と
見
え
な
く

な
っ
て
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
収
穫

の
方
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

　
さ
て
、
秋
は
食
欲
の
秋
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
野
菜
や
果
物
の
お

い
し
い
季
節
で
す
。
い
っ
ぱ
い
食

べ
た
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流

し
て
下
さ
い
。

　
1
0
月
1
0
日
は
体
育
の
日
、
町
駅

伝
大
会
の
結
果
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。
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